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新代表世話人あいさつ 

折坂義一 

 本年の農作業も始まり、会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

 春から低温が続き、４月に入っても雪が降るなど、雪解けも非常に遅れました。その

ため農作業全般、例年になく遅れ、非常に苦労されていると思います。今後も低温が続

き、夏は冷夏の予報も出ていますが、私たちはこれから天候が持ちなおし暖かくなるこ

とを祈り、豊穣の秋が迎えられることを期待して、この一年間を乗り越えたいものです

ね。 

 さて、このたび全国合鴨水稲会世話人・浅野氏の後任に私が選ばれましたので、ご報

告いたします。 

 又、北海道合鴨水稲会の代表世話人にも再任されました。また 2年間皆様にお世話に

なることになりました。よろしくお願いします。 
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 本会もあと数年で設立 20 年の節目となりますが、ここ数年新規加入者がなく、会員

数の減尐もあり、尐し寂しく思っているところです。これからは、農業者だけでなく、

消費者も交えた形の、何か新しい試みも必要な時期に来ていると思われます。そのため

にも、これからは、会員皆様方のたくさんの意見、アイデアが必要不可欠です。今後ま

すます本会が発展できるよう、ご協力をお願いします。 

最後に、夏の圃場見学会には笑顔で再会できることを祈り、たくさんの参加者を期待

しています。 

 

 

第 16回北海道合鴨水稲会総会・研修会報告 

小板橋正裕（事務局） 

さる 2月 27 日、北海道合鴨水稲会のメイン行事 2つのうちの片方、総会ならびに研

修会を開催いたしました。その様子をご報告致します。 

会場は滝川市「丸加高原伝習館」。当日は昨年の荒天とは打って変わって晴れ模様。

路面も乾燥しており、ほぼ定時にご参集戴きました。皆様半年振りにお会い致しました

が、出席された方々はお変わりない様子。お元気そうで何よりです。 

全くの余談ですが、我々事務局は早めに到着し、館内の食堂にて昼食をとりました。

「鴨南蛮」や「合鴨ラーメン」です。合鴨水稲会ですから、合鴨の味も覚えておかなけ

れば。おいしくいただきました。 

●総会 

皆さまのご協力により、総会は滞りなく進みました。選出された浅野さんを議長に、

2009 年度事業報告と決算、2010 年度事業計画と予算の承認を戴きました。そして今年

は世話人・代表世話人改選の年。各地区の新世話人をご紹介いただきました。決議事項

や新世話人一覧など、詳しくは別途示します。ご覧ください。 

また一般質疑では様々な御意見を頂戴しました。会員名簿を配布してほしい、寄付金

会計の用途を教えてほしい、との御意見です。前者については早速配布することとし、

後者は「設立 20周年記念式典」にむけての準備資金とする、とお答えいたしました。 

●研修会 

総会終了後、休憩を挟んで研修会の開催です。「子どもたちに伝えよう食への関心－

日本型食生活を中心として－」と題し、社団法人北海道栄養士会副会長・山際睦子さん

に御講演いただきました。 

山際さんは講演や講義に忙しく駆け回りながら、我々事務局の所属する研究室にも所

属する大学院生なのです。そういうわけで、茶目っ気あふれる山際さんにはいつもお世

話になっております。 
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さて、講演は現代の子どもの栄養事情や食生活の問題、いわゆる食育のお話を中心に

進められました。結論、食育の究極の目的は「次世代の健全な大人を育てる」というこ

と。子どもの問題は大人の問題、大人が率先して正しい食生活を示していかねばならな

いのです。 

農家でおられる会員の皆さんも、そして農業経済という学問に挑むわれわれも、子供

たちに何を残すか・伝えるかということを考える好機となったのではないでしょうか。 

●夜 

講演会の後はお風呂タイム。皆さんビールが待ちきれないのでしょうか、私が長風呂

なのでしょうか。私はあっという間に取り残され、一人で湯船につかっておりました。 

そして宴会ですが、私は 1次会の途中で寝ていたようです。皆さんとお話ししたかっ

たのですが、体は正直なものです。ご迷惑をおかけしました。そういうわけで、楽しい

夜の報告は叶わずじまいです。出席された方々は、熱い議論や楽しいお話、美味しいお

酒の記憶を胸に留めていることと思います。 

●おわりに 

今回の総会・研修会（・宴会）を通して印象に残った言葉は、三島先生の乾杯の音頭

です。「合鴨農家に留まらず、鴨肉の流通業者や加工業者、外食の方を会員として勧誘

していこう」というお話でした。講演会では山際さんにいただいた食育のお話を踏まえ、

合鴨農法の良さを伝えるためには第 1 次産業従事者以外のアプローチも必要、というこ

とでしょう。あと数年で設立 20 周年を迎える本会、更なる発展を目指さねばならない

と感じました。 
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第 16 回北海道合鴨水稲会総会・議事報告 

小板橋 正裕（事務局） 

 

2 月 27 日に行われた総会における議事内容を、配布致しました資料を交えながら報告致

します。 

出席者は事務局を含め 17名と、多数の参加をいただきました。今回は浅野さんが議長に

選出され、活発な議論が行われました。 

 

総会次第 

1. 開会の言葉      （事務局） 

2. 代表世話人あいさつ      （折坂さん） 

3. 議長選出 

4. 2009 年度事業報告・決算報告     （事務局） 

5. 監査報告 

6. 2009 年度事業報告・決算報告に関する質疑応答 

7. 2009 年度事業報告・決算報告の承認議決 

8. 2010 年度事業計画・予算計画の提案    （事務局） 

9. 2010 年度事業計画・予算計画に関する質疑応答 

10. 2010 年度事業計画・予算計画の承認議決 

11. 新世話人ならびに監査の選出・承認議決 

12. 新世話人・監査あいさつ 

13. 一般質疑 

14. 議長解任 

15. 事務局長あいさつ      （大原さん） 

16. 閉会の言葉      （事務局） 

 

 

2009 年度事業報告・決算報告 

 

1. 第 15回総会の開催 

日 時：2009 年 2月 21 日（土） 

場 所：名寄市立大学（名寄市） 

研修会：「地域を元気にするスモールビジネス――道北地域の取り組み」 
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講師：三島徳三氏（名寄市立大学副学長・道北地域研究所所長） 

今井宏氏（エミュー生産者、下川町） 

参加者：12名 

 

2. 圃場見学会の開催 

日 時：2009 年 7月 4日（土） 

担 当：道央地区 

見学先：川本農場（北竜町）、黄倉農場（同）、中野ファーム（滝川市） 

参加者：17名 

 

3. 世話人会の開催 

日 時：2009 年 1月 10 日 

場 所：北海道大学農学部 3階 農業経済学科会議室 

議 題：総会に向けて 

 

4. 合鴨水稲同時作の実施状況に関するアンケート調査の実施 

発送数：22 通 

返信数：10 通 

回答率：46％ 

 

5. 会報「水かき通信」の発行 

第 28 号の発行 

発行日：2009 年 4月 24 日 

内 容：総会報告、全国フォーラム参加報告、合鴨水稲同時作の実施状況に関するアンケ

ート結果、名寄徒然草 

第 29号の発行 

発行日：2009 年 9月 7日 

内 容：圃場見学会報告、名寄徒然草、全国フォーラム案内 

6. 全国合鴨フォーラム（秋田県）参加者への補助 

参加者：折坂、清水池、村田 

 

事務局からの事業報告は以上の通りであり、決算書は次のページに示した。例年通り、総

会・講演会と圃場見学会、アンケートの実施などの内容であった。 

これらに対して質疑応答を行ったが、次のような内容であった。 

木村篤： 

積立金会計の用途は決まっているのか。 
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事務局： 

未定だが、恐らく設立 20周年式典の費用に充てることになる。 

なお積立金は普通預金にて対応していたが、今年度より定期預金を利用することとする。

その際は 15 万円のうち 10 万円預け入れる。なぜなら残り 5万円は会の運転資金として必

要な状況のため。 
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質疑応答を経、以上の事務局の報告は満場一致により承認された。 

続いて事務局より、事業計画と予算計画の提案が行われた。 

2010 年度事業計画・予算計画の提案 

1. 第 16回総会の開催 

日 時：2010 年 2月 27 日（土） 

場 所：丸加高原 伝習館（滝川市） 

研修会：「子どもたちに伝えよう 食への関心―日本型食生活を中心として―」 

講師：山際睦子氏（管理栄養士・社団法人北海道栄養士会副会長） 

 

2. 圃場見学会の開催 

予定日：2010 年 6月頃 

担 当：道南地区 

 

3. 世話人会の開催 

第 1 回（※開催済み） 

日 時：2010 年 1月 23 日（土） 

場 所：北海道大学農学部 3階 農業経済学科会議室 

議 題：総会に向けて 

全国合鴨水稲会世話人選出について 

第 2回 

日 時：2010 年 3月頃 

場 所：北海道大学農学部 3階 農業経済学科会議室 

議 題：新代表世話人・全国合鴨水稲会世話人選出 

 

4. 合鴨水稲同時作の実施状況に関するアンケート調査の実施（発送済み） 

発送数：23 通 

※第 16 回総会案内と同時に発送 

 

5. 会報「水かき通信」の発行 

第 30 号の発行 

発行日：2010 年 4月頃 

内 容：第 16回総会報告、合鴨水稲同時作の実施状況に関するアンケート結果 

第 31号の発行 

発行日：2010 年 7月頃 

内 容：圃場見学会報告
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これらに対しても質疑応答を行った。内容は次の通り。 

高嶋浩一： 

予算計画書によると、会費督促状の発送費が膨らんでいる。会費未納者の状況は如何か。 

事務局： 

一部にみられる。過去 3年にさかのぼり、順次請求していく。 

 

 



 

9 

以上のような議論を経て、事業計画・予算案について満場一致で承認された。 

 

 

新役員と会員数について 

本年度は世話人改選の年のため、事務局からの議案がすべて承認されたのち各地区代表

から新世話人が発表された。 

 

半数の方々が再任となった。 

代表世話人は引き続き折坂氏が務め、更に全国合鴨水稲会北海道地区世話人も兼任する

こととなる。道北地区は前期と変わらず、佐竹・粂田体制。道央地区は折坂氏と、前期の

吉野氏に代わり川本氏が着任。道南地区は大塚・諸戸両氏が退き、高嶋・築城の両氏が就

いた。 

また、監査には名寄市立大学講師で事務局 OB である清水池氏が着任した。 

会員数については次の表に示す。議事として言及することはなかったが、補足として配

布資料に掲載した。 

 

前年度に引き続き、会員数は微減傾向にある。設立 20周年に向け会の規模拡大が望まれ

るところである。 

 

その他 

・全国合鴨水稲会北海道地区世話人であった浅野氏より、交代の要請があった。ついては

全国世話人の選出方法について、北海道世話人会の意向を報告した。つまり、まず北海道

世話人を選出し、そのメンバーの中から全国世話人を選出する、という方法をとるという

ことである。この件について異議は出なかった。 

・木村篤氏より、北海道合鴨水稲会の名簿を配付すべき、との意見があった。これについ

ては早速事務局で対応することとした。 
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合鴨水稲同時作に関するアンケートの集計結果 

小板橋 正裕・庄子太郎（事務局） 

  

1．調査の概要 

2010 年 1月、総会案内に同封する形で、水稲を作付している農家である会員にアンケー

ト票を送付した。各自で記入してもらったうえ、同封の返信用封筒に入れて送り返しても

らう形式をとった。 

アンケート調査の概要を示したのが表 1であ

る。アンケート発送数は 22 通、そのうち 13名

から回答があった（回収率 59％）。ただし、回

答頂いた会員のうち 1名は合鴨水稲同時作を実

施せず、また今後も予定がないことから、今回

の分析からは除外した。 

 

2．合鴨水稲同時作の実施状況 

2009 年度に合鴨水稲同時作を実施した会員の地域分布

を表 2に示した。石狩・上川各支庁に 2名ずつ、渡島支

庁は 1名、空知支庁 3名、桧山支庁に 4名と、上川から

道南地方にかけて広範に分布している。 

表 3 は、2007 年から 2009 年までの合

鴨水稲同時作の実施状況を示したもの

である。推移をみると全体として横ば

い傾向にあるが、この傾向は前々回の

アンケート実施時（2007 年）から続く

ものである。また合鴨水稲同時作を中

止した農家（農家 c）も見られるが、

2010年度から再開するとのことである。 

また合鴨水稲同時作の比率をみると、

全作付面積の 2～3割という農家が多

い。合鴨水稲同時作は大変な労力を伴うため大規模に実施できないということと、それで

も合鴨水稲同時作を実施し続けることに意義を感じているという点を伺うことができる。 

 

3．合鴨の流通経路 

会員が合鴨ヒナをどこから導入して

いるのか、あるいは導入しようと計画し

ているかを示したのが表 4である。 
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導入元は大阪府の高橋人工孵化場、熊本県の原田孵化

場、そして鹿児島県の日本有機薩摩鴨孵化場の 3ヶ所が

ある。高橋人工孵化場、原田孵化場がシェアを大きく二

分していることがわかる。 

ヒナを購入してから水田から引き上げるまでの鴨の

羽数の推移を示したのが表 5である。引き上げ時の残存

率は 26％から 88％まで、大きくばらつきがある。 

表 6 は、水田から引き上げた鴨をどのように処理して

いるのかを示したものである。全体のうち 3割が無償で

譲渡され、5割が販売されている。 
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事務局からのお知らせ 

●次回の全国フォーラムについて 

今回は第 21 回の全国合鴨フォーラムですが、同時に会設立 20 周年を迎えました。それを記

念して「全国合鴨水稲会 20 周年記念フォーラム」が７月 31 日・８月 1 日の２日間、福岡県に

て行われます。つきましては全国事務局発行のチラシを同封いたしました。（残念ながら本会か

ら補助金は出せませんが）興味のある方はどうぞ事務局へお知らせください。 

●年会費の早期納入にご協力ください 

本会は会員の皆様からの会費によって運営されています。円滑な運営のために、早期の納入を

お願いしております。年会費は 3,000 円です。 

納入先：北海道合鴨水稲会 

郵便口座番号 ０２７００－３－３８２４１ 

 

編集後記 

まずは水かき通信の発行遅延をお詫びせねばなりません。本来なら４月中には発行すべきところ

を申し訳ありませんでした。完全なる事務局の怠惰によるものです。▼総会報告を執筆しながら

思い出したのは、研修会のとき山際さんがお話し下さった、食習慣のこと。最近札幌は暑い日が

続き、私の食欲は減衰モード。お昼ごはん代わりのアイスクリームを片手に、「まごわやさしい」

（まめ・ごま・わかめ・やさい・さかな・しいたけ・いもを意識して食べよう！）を思い出し、

深く反省する次第です。（小板橋） 

 

 

北海道合鴨水稲会 水かき通信 第 30号 
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（連絡先）北海道合鴨水稲会 事務局 

〒060-8589 札幌市北区北 9条西 9丁目 

北海道大学大学院農学院 

共生農業資源経済学講座 食料農業市場学分野内 

 

庄子太郎・佐々木稔基・山田正紀・小板橋正裕 

TEL：０１１－７０６－３８５８ 

FAX：０１１－７０６－２４７０ 

e-mail：shoji-t@agecon.agr.hokudai.ac.jp 

HP：http://hokkaidoriceduckfarming.web.fc2.com/ 
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